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意見交換会の内容     ※□市民の意見 ■議員の意見 

統一テーマ 「地域交通について」・「空き家活用について」 

【意見交換の概要】 

「「「「地域交通地域交通地域交通地域交通についてについてについてについて」」」」    

□三松方面は交通量が多い。大型店舗の進出もあり、さらに渋滞が予想されるが打開策は

ないか。 

■国道都城線・宮崎線、上町交差点などは朝夕の交通量が多く、心配しているところであ

る。 

※亀尾原交差点の工事完了により渋滞が緩和された箇所もある。 

 

□コミュニティバスの運行が月・水・金だが、高齢者の通院もあるため回数を増やせない

か。 

■市民へのアンケート調査を基にした運用・計画としており、市民が利用しやすい運行を

検討するとのことである。意見が反映されるよう議会全体で議論を深めていきたい。 

 

「「「「空空空空きききき家活用家活用家活用家活用についてについてについてについて」」」」    

□築何十年の空き家があり、家の中に木が生え、屋根を突き破り瓦が落ちている。所有者

も分かりにくい状況で、近隣の方も倒壊の危険がないか心配である。行政の力で何とかで

きないか。 

■空き家対策特別措置法が施行された。著しく危険で周辺への影響が大きい空き家を市町

村が強制的に対処できる。空き家は所有者の財産でもあり、慎重な対応が求められる。 

 

□都会よりお試し滞在で来た方が古い市営住宅を使用したが、使い勝手が悪いと不満をも

っていた。利用方法を考えてほしいが。 

■地域によっては認知症予防の一環で茶のん場としての活用や農家民泊など、正式な登録

により幅広い利活用や体験事業が行える。 

 

 

 

様式１ 



自由意見自由意見自由意見自由意見のののの交換交換交換交換                    ※□市民の意見 ■議員の意見 

□福岡県・大分県で大きな災害あったが、小林市は災害に備えた議会の体制はどうか。ま

た自主防災組織の展開について、今後どうしたらいいのか。 

■議会では、議会ＢＣＰの策定について協議している。自主防災組織の展開については、

行政と区との役割分担がはっきりしておらず、今後、運営のあり方は明確にすべきと考え

る。 

 

□産婦人科をはじめ他の医師も少ない。最大の原因は報酬が少ないからなのか。 

■野尻小校区でも同じ意見がでた。報酬の問題ではなく産婦人科を希望する医者は年々少

なくなっている。県の医療計画では、周産期医療や小児科、救急の場合は、県内を宮崎市、

都城市、延岡市の３カ所に集約しようとしている。ますます小林市の医療圏には産婦人

科・小児科の医者がきにくい状況になる。 

 

□水路・隧道、防空壕は、事故が起こらないと分からない状態ではいけないので、ぜひ安

全点検をしてほしい。 

■道路・橋・トンネル・地下水道含めて、老朽化の問題について調査を始めている。「九

州一安心安全なまち」という観点からも、平常時でも安全に暮らせるような状況はつくら

ないといけない。 

 

□区の総会ではいつも意見がでるが、都市計画税の見直しはできないか。 

■ 何度となく議会でも議論されている。小林市都市計画等審議会で近い将来廃止し、一律

にすべきだという方針はでている。 

 

□教育格差について、子育てには昔と比べてお金がかかり、家庭的に余裕がないと進学も

できず就職する。子供の可能性の芽をつぶしてしまっているのではないかと思うが、無償

の補助はないのか。 

■貴重な意見である。保護者の負担は大きい。給付型の奨学金、もしくは無利子の貸与型

など、議会でも議論を深めていきたい。ただ小林市では医療費補助や小・中学校の給食費

半額補助を実施しており、子供達を支援する取り組みについては評価して頂きたい。 

 

◎◎◎◎小林市立病院小林市立病院小林市立病院小林市立病院でのでのでのでの産婦人科産婦人科産婦人科産婦人科（（（（分娩分娩分娩分娩））））再開再開再開再開についてについてについてについて    

 意見交換会では、小児科・産婦人科の充実を求める意見が各地区で出されました。その

後、西諸出身の医師を中心とし、宮大医学部産婦人科の支援のもと、平成３０年７月から

小林市立病院での産婦人科（分娩）を再開する運びとなりました。また、９月定例会では、

妊婦等に対し通院にかかる交通費として妊娠１回につき２万円交付する予算が可決され

ました。 

 

議会活動報告議会活動報告議会活動報告議会活動報告へのへのへのへの意見意見意見意見                 ※□市民の意見 ■議員の意見 

特になし 

 


